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(57)【要約】
　バッグ（１６）を受け入れ可能な内部空間を規定する
ベース部（１８）及び外壁（１２）を含む容器（１０）
。バッグ取り扱いアセンブリ（２６）は、壁（１２）に
結合され、且つ壁（１２）に接続された保持器（２８）
と、保持器（２８）及びバッグ支持体（４４）上の協働
式ヒンジ構成要素（３６、４６）によって保持器（２８
）に回動可能に結合されたバッグ支持体（４４）と、保
持器（２８）に対するバッグ支持体（４４）の回動可能
な結合から独立して、バッグ支持体（４４）及びクロー
ジャ構成要素（６０）上の協働式ヒンジ構成要素（５８
、６２）によってバッグ支持体（４４）に回動可能に結
合されたクロージャ構成要素（６０）とを含む。容器（
１０）は、２つの別個の独立した回動可能な取り付け機
構を含み、その一方は、バッグ（１６）をクロージャ構
成要素（６０）とバッグ支持体（４４）との間に固定す
る役割を果たし、及びその他方は、バッグを挿入及び除
去するための容器（１０）の内側へのより良好なアクセ
スを可能にする役割を果たす。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バッグを受け入れ可能な内部空間を規定する少なくとも１つの壁と、
　前記少なくとも１つの壁に結合されたバッグ取り扱いアセンブリと、を含む容器であっ
て、前記バッグ取り扱いアセンブリは、
　前記少なくとも１つの壁の上端領域で前記少なくとも１つの壁から内側に延びる保持器
であって、開口部を規定する保持器と、
　前記保持器に回動可能に結合されたバッグ支持体であって、開口部を規定するバッグ支
持体と、
　前記保持器に対する前記バッグ支持体の回動可能な結合とは独立して前記バッグ支持体
に回動可能に結合されたクロージャ構成要素であって、開口部を規定するクロージャ構成
要素と、を含み、
　前記バッグ支持体及び前記クロージャ構成要素は、前記クロージャ構成要素が前記バッ
グ支持体に対して回動されている間、前記バッグ支持体と前記クロージャ構成要素との間
に前記バッグをクランプする協働式クランプ構造を含み、
　それにより、前記バッグは、前記協働式クランプ構造によってクランプされ、且つ前記
クロージャ構成要素が前記バッグ支持体に対して回動され、及び前記バッグ支持体が前記
保持器に対して回動されている間、前記バッグ支持体及び前記保持器によって規定された
前記開口部を通過し、且つ前記クロージャ構成要素、前記バッグ支持体及び前記保持器に
よって規定された前記開口部を通した前記バッグの内側へのアクセスを可能にする、容器
。
【請求項２】
　前記バッグ支持体を前記保持器に回動可能に取り付けるための第１の取り付け手段をさ
らに含む、請求項１に記載の容器。
【請求項３】
　前記第１の取り付け手段は、前記保持器によって規定された前記開口部の第１の側にお
いて、前記保持器上のヒンジ構成要素と、前記バッグ支持体上の協働式ヒンジ構成要素と
を含む、請求項２に記載の容器。
【請求項４】
　前記クロージャ構成要素を前記バッグ支持体に回動可能に取り付けるための第２の取り
付け手段をさらに含み、前記第２の取り付け手段は、前記第１及び第２の取り付け手段が
、前記保持器によって規定された前記開口部の異なる側にあるように、前記保持器によっ
て規定された前記開口部の第２の側において、前記バッグ支持体上の追加のヒンジ構成要
素と、前記クロージャ構成要素上の協働式ヒンジ構成要素と、を含む、請求項３に記載の
容器。
【請求項５】
　前記保持器は、リム部分と、前記ヒンジ構成要素の反対側の前記リム部分上の凹部と、
をさらに含み、前記バッグ支持体は、前記凹部と位置合わせされたタブを含む、請求項３
に記載の容器。
【請求項６】
　前記保持器は、リム部分と、前記リム部分上に配置されるか又は前記リム部分に一体化
されたヒンジ構成要素と、を含む、請求項１に記載の容器。
【請求項７】
　前記バッグ支持体は、前記バッグの開放端を支持するための内壁と、前記内壁から半径
方向外側に離間された外壁と、前記内壁及び外壁間の下壁とを含み、チャネルは、前記内
壁及び外壁間の前記下壁の上に規定され、前記内壁は、前記外壁よりも、前記バッグが通
過する前記バッグ支持体の開口部に近い、請求項１に記載の容器。
【請求項８】
　前記クロージャ構成要素は、前記内壁に対して寸法が定められたチャネルを下側に規定
し、それにより、前記クロージャ構成要素が前記バッグ支持体に対して回動されると、前
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記内壁は、前記チャネルに受け入れられ、且つ前記クロージャ構成要素と接触し、それに
より、前記内壁及び前記チャネルは、前記協働式クランプ構造を構成する、請求項７に記
載の容器。
【請求項９】
　前記クロージャ構成要素は、タブを含み、及び前記バッグ支持体は、前記タブと協働す
る可撓性の保持器を含んで、前記タブと前記保持器との係合を介した前記クロージャ構成
要素の前記バッグ支持体への一時的な固定を可能にする、請求項１に記載の容器。
【請求項１０】
　前記バッグ支持体は、膜を含み、前記膜は、交差チャネルと、前記チャネルからある角
度における交差スリットとを含み、前記チャネルは、前記バッグがその中に受け入れられ
ることを可能にするように寸法が定められている、請求項１に記載の容器。
【請求項１１】
　前記バッグ支持体を前記保持器に回動可能に取り付けるための第１の取り付け手段と、
　前記クロージャ構成要素を前記バッグ支持体に回動可能に取り付けるための第２の取り
付け手段と、をさらに含み、
　前記第１の取り付け手段は、前記保持器によって規定された前記開口部の第１の側に位
置し、及び前記第２の取り付け手段は、前記第１及び第２の取り付け手段が、前記保持器
によって規定された前記開口部の異なる側にあるように、前記保持器によって規定された
前記開口部の第２の側に位置する、請求項１に記載の容器。
【請求項１２】
　前記バッグ支持体を前記保持器に回動可能に取り付けるための第１の取り付け手段と、
　前記クロージャ構成要素を前記バッグ支持体に回動可能に取り付けるための第２の取り
付け手段と、をさらに含み、
　前記第１の取り付け手段は、前記第１及び第２の取り付け手段が前記バッグ取り扱いア
センブリの中心から異なる距離にあるように、前記第２の取り付け手段の半径方向外側に
ある、請求項１に記載の容器。
【請求項１３】
　前記保持器上のヒンジ構成要素と、
　前記保持器に対する前記バッグ支持体の回動運動を可能にするために前記保持器上の前
記ヒンジ構成要素と協働する前記バッグ支持体上の第１のヒンジ構成要素と、
　前記バッグ支持体上の第２のヒンジ構成要素と、
　前記保持器に対する前記バッグ支持体の回動運動から独立した前記バッグ支持体に対す
る前記クロージャ構成要素の回動運動を可能にするために、前記バッグ支持体上の前記第
２のヒンジ構成要素と協働する前記クロージャ構成要素上のヒンジ構成要素と、をさらに
含む、請求項１に記載の容器。
【請求項１４】
　前記バッグ取り扱いアセンブリがアクセス可能であり、且つ廃棄物の前記内部空間への
挿入を可能にする開位置と、前記バッグ取り扱いアセンブリがアクセス不可能である閉位
置との間で移動する蓋と、
　前記少なくとも１つの壁を支持するベース部と、
　前記ベース部及び前記蓋に結合され、且つ前記蓋の開放及び閉鎖を制御する制御機構と
、をさらに含む、請求項１に記載の容器。
【請求項１５】
　前記バッグ支持体は、少なくとも部分的に前記保持器の上にあり、及び前記クロージャ
構成要素は、少なくとも部分的に前記バッグ支持体の上にあり、それにより、前記バッグ
支持体は、前記バッグ支持体が前記保持器に対して回動され、及び前記クロージャ構成要
素が前記バッグ支持体に対して回動されるとき、前記保持器と前記クロージャ構成要素と
の間にある、請求項１に記載の容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、概して、猫用トイレ砂、病院、診療所、在宅医療要員及び施設、養護施設、
バイオハザード研究所からの医療廃棄物、おむつ、一般家庭ごみ、使い捨て商品などを含
むが、これらに限定されないあらゆる種類の廃棄物に使用することができる廃棄物処分装
置であって、廃棄物が挿入されるときに廃棄物受け器にバッグが落ちないようにバッグを
確実に保持又は捕捉する構造を含み得る廃棄物処分装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　廃棄物処分装置は、病院、診療所、厨房及び他の家庭の場所並びに廃棄物が生じ、且つ
衛生的な方法で処分する必要がある他の場所で一般的である。廃棄物処分装置は、家庭ご
み、猫用トイレ砂及び他のペットごみを処分するためにもよく使用される。廃棄物が臭気
を発する場合、廃棄物処分装置は、廃棄物から発生する臭気も閉じ込めるべきである。
【０００３】
　いくつかの廃棄物処分装置は、チューブを分配するディスペンサーを含み、したがって
チューブ状コア又はカートリッジが置かれ、連続した長さの柔軟で実質的に弾力性のない
プラスチックチューブを収容する内部リング形状フランジを含む。結び目が一端で結ばれ
、連続したチューブが円筒容器の底まで引き下げられて、バッグが満杯になるまでおむつ
を次々と挿入するためのバッグを形成する。満杯になったら、内蔵のブレードでバッグの
上部を切り、その後の除去のために開放領域で結び目を作る。この手順　－　結び目を作
り　－　バッグを満たし　－　バッグを除去するなど　－　をもう一度繰り返す。キャニ
スタのバッグの長さがなくなったら、キャニスタを交換する。キャニスタは、高価であり
、定期的に交換する必要がある。
【０００４】
　別の処分装置は、一端で密封され、開放端で折り畳み式プラスチックヘッダーに溶接さ
れている単回使用バッグを利用する。平らに開いたときのヘッダーは、円筒容器に確実に
収まり、おむつが満杯になるにようにおむつを受け入れる。満杯になると、プラスチック
製のヘッダーが折り畳まれて上部の開放領域を密封するのと同時に、取り除くのに便利な
持ち手が形成される。これらのポリプロピレン製リビングヒンジヘッダーは、無駄があり
、製造にコストがかかり、使い捨てバッグに溶接又は接着する必要がある。
【０００５】
　米国特許第６，６１２，０９９号、同第６，８０４，９３０号、同第６，８５１，２５
１号、同第７，０８６，５６９号、同第７，１１４，３１４号、同第７，１４６，７８５
号、同第７，３１６，１００号、同第７，４３４，３７７号、同第７，５０３，１５２号
、同第７，５０３，１５９号、同第７，６１７，６５９号、同第７，７０８，１８８号、
同第７，７１２，２８５号、同第７，９６３，４１４号、同第８，１２７，５１９号、同
第８，２１５，０８９号、同第８，２３５，２３７号、同第８，２６６，８７１号、同第
８，９７３，７７４号に開示されているものを含む多数の廃棄物処分装置が存在する。さ
らに、革新的な廃棄物処分装置は、２００８年７月１４日に出願され、現在放棄されてい
る米国特許出願公開第１２／１７２，７１５号、２０１１年６月３０日に出願され、現在
放棄されている同第１３／１７２，９７６号及び２０１１年１０月１１日に出願され、現
在放棄されている同第１３／２７０，６９７号に開示されている。
【０００６】
　これらの廃棄物処分装置のいくつかは、廃棄物受け入れ区画を規定するベース部と、ベ
ース部に回動可能に接続された蓋とを含む。蓋を開けるとバッグが見え、廃棄物がバッグ
の開口部に挿入される。バッグは、多くの場合、廃棄物を挿入するために力を必要とする
膜であって、廃棄物及び臭気の流出に対する障壁を提供しながら、廃棄物の上でバッグを
閉じる役割を果たす膜を通過する。いくつかの廃棄物処分装置では、バッグは、実際には
、カートリッジに収納されたアコーディオン式に折り畳まれた柔軟性チューブの長さの一
部である。
【０００７】
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　さらに、これらの廃棄物処分装置のいくつかは、蓋の手動開放及び閉鎖を補うか又はそ
れに取って代わるための踏み板又はフットペダルアセンブリを含む。フットペダルアセン
ブリは、踏み込み式のフットペダル及びバネを含み、フットペダルを踏み込んだときの蓋
の開放と、押し下げ力を除去したときの蓋の閉鎖との両方を行うように配置されている。
バネは、フットペダルを踏み込むとバイアスに逆らって移動し、押し下げ力を除去すると
元の状態に戻り、それにより蓋を閉鎖し、ねじり機構を回転させる。
【発明の概要】
【０００８】
　本発明による容器は、バッグを受け入れ可能な内部空間を規定する少なくとも１つの壁
と、壁に結合されたバッグ取り扱いアセンブリとを含む。バッグ取り扱いアセンブリは、
壁に結合された保持器と、保持器に回動可能に結合されたバッグ支持体と、保持器に対す
るバッグ支持体の回動可能な結合とは独立してバッグ支持体に回動可能に結合されたクロ
ージャ構成要素とを含む。第１の取り付け構造は、バッグ支持体を保持器に回動可能に取
り付ける。例えば、保持器によって規定された開口部の第１の側における保持器上のヒン
ジ構成要素と、バッグ支持体上の協働式ヒンジ構成要素とである。第２の取り付け構造は
、クロージャ構成要素をバッグ支持体に回動可能に取り付ける。例えば、保持器によって
規定された開口部の第２の側におけるバッグ支持体上の追加のヒンジ構成要素と、クロー
ジャ構成要素上の協働式ヒンジ構成要素とである。したがって、第１及び第２の取り付け
構造は、保持器によって規定された開口部の異なる側にある。この構造の利点は、両方の
取り付け構造が開いた構成要素状態にあるときに干渉を防ぐことにより、容器の使用を合
理化することである。
【０００９】
　クロージャ構成要素とバッグ支持体との間にバッグを固定するために、バッグ支持体は
、バッグの開放端を支持するための内壁と、内壁から離間された外壁と、内壁及び外壁間
のリム部分とを含み、チャネルは、内壁及び外壁間のリム部分の上に規定される。クロー
ジャ構成要素は、内壁に対して寸法が定められたチャネルを下側に規定し、それにより、
クロージャ構成要素がバッグ支持体に対して回動されると、内壁は、このチャネルに受け
入れられる。
【００１０】
　クロージャ構成要素をバッグ支持体に固定するために、クロージャ構成要素は、タブを
含み、及びバッグ支持体は、タブと協働する可撓性の保持器を含んで、タブと保持器との
係合を介したクロージャ構成要素のバッグ支持体への一時的な固定を可能にする。
【００１１】
　一実施形態では、バッグ支持体は、交差チャネルと、これらのチャネルからある角度に
おける交差スリットとを任意選択的に含む膜を含み、チャネルは、バッグがその中に受け
入れられることを可能にするように寸法が定められている。
【００１２】
　本発明は、さらなる目的及びその利点と共に、添付の図面と併せて読まれる以下の記載
を参照することによって最もよく理解することができる。図面では、同様の参照番号は、
同様の要素を特定する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明によるバッグ取り扱いアセンブリを備えた容器の斜視図である。
【図２】図１に示す容器の斜視図であり、外壁が取り外され、バッグを含んでいる。
【図３】図１に示す容器の斜視図であり、外壁が取り外され、バッグを含み、バッグの固
定及び固定状態からのバッグの解放を可能にする状態を示している。
【図４】図１に示す容器の斜視図であり、外壁が取り外され、バッグを含み、バッグの容
器への挿入及び容器からのバッグの除去を可能にする状態を示している。
【図５】図１に示す容器の斜視図であり、外壁が取り外され、蓋制御機構の一部を示して
いる。
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【図６】図１に示す容器の斜視図であり、容器からのバッグの除去を示している。
【図７】図１に示す容器の上部の斜視図であり、本発明によるバッグ取り扱いアセンブリ
を示している。
【図８】図１に示す容器の上部の斜視図であり、バッグの固定及び固定状態からのバッグ
の解放を可能にする状態の本発明によるバッグ取り扱いアセンブリを示している。
【図９】図１に示す容器の上部の斜視図であり、容器へのバッグの挿入及び容器からのバ
ッグの除去を可能にする状態の本発明によるバッグ取り扱いアセンブリを示している。
【図１０】本発明によるバッグ取り扱いアセンブリを備えた容器の第２の実施形態の斜視
図である。
【図１１】図１０に示す容器の分解図である。
【図１２】図１０に示す容器の斜視図であり、バッグの容器への挿入及び容器からのバッ
グの除去を可能にする状態の本発明によるバッグ取り扱いアセンブリを示している。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　同様の参照番号が同じ又は類似の要素を指す添付の図面を参照すると、図１は、廃棄物
を処分するために好ましくは使用されるが、任意の目的に使用され得る本発明による容器
１０を示す。容器１０は、実質的に円筒形である外壁１２と、容器１０内に保持されたバ
ッグ１６へのアクセスが可能である第１の開位置及びバッグ１６、より一般的には容器１
０の内部へのアクセスが阻止される第２の閉位置を有する蓋１４とを含む。外壁１２は、
廃棄物が入れられるバッグを受け入れることができる、容器１０内の内部空間又は区画を
規定する少なくとも１つの壁を表す。それは、単一の壁から構成され得るか又は複数の壁
を含み得る。
【００１５】
　容器１０はまた、図５を参照すると、外壁１２が支持されるベース部１８と、蓋１４の
開放及び閉鎖、すなわち開位置と閉位置との間の蓋１４の移動を制御する蓋制御機構２０
とを含む。代わりに、ベース部１８は、外壁１２に一体化され得る。制御機構２０は、フ
ットペダル２２と、フットペダル２２の下方への動きを蓋１４の開放運動に変換するため
に協働する作動ロッド２４とを含み得る（図５を参照されたい）。フットペダル２２は、
反復的な下方への動きを可能にするために、上方位置に戻るように付勢されている。当業
者は、制御機構２０の作製及び使用方法を理解し、多数の異なるタイプの制御機構２０が
当業者に知られており、本発明で使用することができる。多くの場合、制御機構２０は、
容器１０の外壁１２及び／又はベース部１８内に隠されている。
【００１６】
　実際、容器１０の一般的な特性は、本発明にとって重要ではなく、本発明は、本明細書
に開示され且つ示されるタイプ及び形状に限定されることなく、任意のタイプ、形状及び
サイズの容器で使用することができる。
【００１７】
　容器１０は、３つの主要部分を有するバッグ取り扱いアセンブリ２６を含む。第１の部
分は、外壁１２から内側に延在し、それとは別に形成される場合、外壁１２に結合される
保持器２８である。保持器２８は、容器１０の一体部分であり得るか、又は外壁１２に一
時的若しくは恒久的に取り付けられる別個の構成要素、すなわち容器１０の別の部分であ
り得、バッグ取り扱いアセンブリ２６の残りの部分のための安全なベース部を提供する。
示されるように、保持器２８は、ペグ３０によって外壁１２に取り付けられ、ペグ３０は
、図２～図５を参照すると、外壁１２（図示せず）の対応する凹部又はアパーチャに挿入
される。ペグ３０は、保持器２８を外壁１２に接続するために使用することができる構造
を例示し、決して本発明を限定するものではない。ペグ３０の代わりに、外壁１２の内面
上の協働する突起上をスライドして保持器２８を外壁１２に固定するアパーチャを備えた
１つ又は複数の可撓性タブを保持器２８に提供することも可能である（後述される図１０
～図１２を参照されたい）。保持器２８は、外壁１２と一緒にも成形され得る。
【００１８】
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　保持器２８を外壁１２に接続するいかなる構造も、保持器２８を外壁１２に結合するた
めの結合手段と見なされる。容器の当業者は、そのような結合手段が、プラスチック製造
分野の当業者に知られている多様な構造を包含することを理解するであろう。
【００１９】
　バッグ取り扱いアセンブリ２６は、ユニットとして形成され、次いで容器１０の外壁１
２に取り付けられる単一構造を有することができる。
【００２０】
　一般に、保持器２８は、外壁１２の断面形状と同じ形状を有するが、これは、保持器２
８に対する限定ではない。２つの構成要素間の機能的関係を記載するために使用される場
合の「結合される」という用語又はその変形は、一方の構成要素が他方の構成要素に直接
取り付けられ得るか、又は１つ若しくは複数の他の構成要素を介して他方の構成要素に間
接的に取り付けられることを意味する。
【００２１】
　保持器２８は、図７～図９でより明確に見られ、リム部分３２と、リム部分３２の周り
の窪んだリップ３４とを有する。リム部分３２は、実質的に平面であるが、この形態を有
する必要はない。ヒンジ構成要素３６がリム部分３２上に配置、結合又は一体化され、ヒ
ンジ構成要素３６の反対側に凹部３８が存在する。保持器２８は、内部アパーチャ又は開
口部４２の周りに周辺シート４０も含む。ヒンジ構成要素３６は、したがって、シート４
０と保持器２８の外周縁との間に位置する。
【００２２】
　バッグ取り扱いアセンブリ２６の第２の部分は、バッグ支持体４４であり、これは、バ
ッグ支持体４４が保持器２８に対して回動することを可能にするためにヒンジ構成要素３
６と嵌合するヒンジ構成要素４６を含む。バッグ支持体４４は、開口部を規定する略環状
の形状を有し、環状は、バッグ支持体４４の形状を限定することなく開口部を規定するこ
とを意味するために本明細書で使用される。ヒンジ構成要素３６、４６の構造は、ヒンジ
であろうと別の商品名で呼ばれていようと、回動運動を可能にするためにこれらの部分が
相互作用する２つの構成要素のそれぞれにおける部分を含む任意の既知のタイプの構造で
あり得る。そのようなヒンジ構成要素３６、４６は、ヒンジ及びより一般的には回動可能
な取り付け構造の分野に当業者によく知られている。
【００２３】
　例示的な一実施形態では、ヒンジ構成要素３６は、保持器２８のリム部分３２から上方
に突出する突起４８の対を含み、ヒンジ構成要素４６は、突起４８によって各端部で回転
可能に保持される細長いアクスルを含む。そのような構造並びにすべての均等物及び同等
の構造は、バッグ支持体４４を保持器２８に回動可能に取り付けるための取り付け手段と
呼ばれる。
【００２４】
　バッグ支持体４４はまた、バッグ１６の開放端が配置される内壁５０と、下壁５４によ
って内壁５０から離間された外壁５２とを含み、それにより下壁５４の上及び内壁５０と
外壁５２との間のチャネル５６を規定する。内壁５０及び外壁５２の両方は、下壁５４か
ら共通の方向に隆起している。ヒンジ構成要素５８は、下壁５４上に配置されるか又は下
壁５４に一体化される。
【００２５】
　バッグ取り扱いアセンブリ２６の第３の部分は、クロージャ構成要素６０であり、これ
は、クロージャ構成要素６０がバッグ支持体４４に対して回動することを可能にするため
にヒンジ構成要素５８と嵌合するヒンジ構成要素６２を含む。ヒンジ構成要素６２は、延
長片によりクロージャ構成要素６０の環状部分から突出し、環状は、クロージャ構成要素
６０の形状を限定することなく開口部を規定することを意味するために本明細書で使用さ
れる。ヒンジ構成要素５８、６２の構造は、ヒンジであろうと別の名前で呼ばれていよう
と、回動運動を可能にするためにこれらの部品が相互作用する２つの構成要素のそれぞれ
における部分を含む任意の既知のタイプの構造であり得る。そのようなヒンジ構成要素５
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８、６２は、ヒンジ及びより一般的には回動可能な取り付け構造の分野の当業者によく知
られている。
【００２６】
　例示的な一実施形態では、ヒンジ構成要素５８は、バッグ支持体４４の下壁５４から上
方に突出する突出構造を含み、ヒンジ構成要素６２は、突出構造によって回転可能に保持
される細長いアクスルを含む。そのような構造並びにすべての均等物及び同等の構造は、
クロージャ構成要素６０をバッグ支持体４４に回動可能に取り付けるための取り付け手段
と呼ばれる。
【００２７】
　ヒンジ構成要素５８、６２（第２の取り付け手段）の組み合わせは、ヒンジ構成要素３
６、４６（第１の取り付け手段）の組み合わせの半径方向内側に位置する。なぜなら、ク
ロージャ構成要素６０は、バッグ支持体４４よりもサイズが小さく、バッグ支持体４４は
、保持器２８よりもサイズが小さいからである。
【００２８】
　クロージャ構成要素６０がバッグ支持体４４に対して下の位置にあるとき、バッグ１６
は、クロージャ構成要素６０とバッグ支持体４４との間で押される。より具体的には、ク
ロージャ構成要素６０は、下側にチャネル６４を規定し、例えば図１及び図３～図６を参
照すると、それは、クロージャ構成要素６０が回動して内壁５０と係合すると、バッグ１
６（存在する場合）がクロージャ構成要素６０と内壁５０との間にクランプされるように
バッグ支持体４４の内壁５０を受け入れることができる。チャネル６４は、一般に、２つ
の離間された壁及び底壁によって規定されて、下向きのチャネル６４を形成する。したが
って、クロージャ構成要素６０は、内壁５０の形状のような略正方形の形状を有するが、
それらの形状は、変動し得る。
【００２９】
　したがって、バッグ支持体４４は、２つの重要な機能を果たす。第１の機能は、例えば
、廃棄物を保持するために使用されたときにバッグ１６を取り除くために容器１０の内部
へのアクセスを可能にするように、保持器２８に対する回動式取り付け具を提供すること
であり、第２の機能は、内壁５０に対するクロージャ構成要素６０によるバッグ１６の開
放端の選択的なクランプを可能にするために内壁５０を提供することである。このクラン
プは、接触圧締めであり、バッグ１６が内壁１６に対してクロージャ構成要素６０によっ
て押し付けられ、それによりバッグ１６内の材料から生じる臭気をバッグ１６内に捕捉す
る。バッグが存在しない場合、クロージャ構成要素６０と内壁５０との間に接触が存在し
得るか、又は容器１０で使用される予定のバッグの厚さ未満のわずかな余裕のみが存在し
得る。
【００３０】
　前者の機能に関して、バッグ支持体４４は、協働式ヒンジ構造３６、４６によって上方
に回動されて、バッグ１６へのアクセスを可能にすることができる。図１及び図４、特に
図６を参照されたい。図６には、バッグ支持体４４が保持器２８に対して上方に回動され
ている間の、廃棄物を含むバッグ１６の除去が示されている。容器１０からバッグを除去
するためにバッグ支持体４４が保持器２８に対して上方に回動されるとき、クロージャ構
成要素６０がバッグ支持体４４から離れるように上方に回動される必要はない。
【００３１】
　バッグの除去は、バッグ１６が満杯になるか又はバッグ１６を交換することが望まれる
と、クロージャ構成要素６０をバッグ支持体４４に対して上方に回動させて、バッグ支持
体４４に対するクロージャ構成要素６０のクランプ力を解放することによって促進される
。図３を参照されたい。次に、バッグ１６の端部をつかみ、場合により結んで、次にバッ
グ支持体４４を通して容器１０の内部に挿入する。次に、バッグ支持体４４は、ユーザが
指を保持器２８の凹部３８に挿入し、バッグ支持体４４を上方に持ち上げることにより、
保持器２８に対して上方に回動され、それにより容器１０の上部の開口部のサイズを大き
くする。図４を参照されたい。最後に、バッグ１６は、ユーザの手６６によって把持され
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、容器１０の内部から引き出される。図６を参照されたい。
【００３２】
　次に、新しい単回使用バッグが調達され、容器１０の内部に配置される。この配置は、
バッグ支持体４４が下向きに回動されて保持器２８に載る前又は後のいずれかであり得る
。前者の状況では、バッグ支持体４４は、下向きに回動され、ユーザは、バッグ支持体４
４を通して手を伸ばしてバッグ１６の上端に到達し、バッグ１６を、バッグ支持体４４を
通して引っ張って、上端を内壁５０の上に覆い垂らす必要がある。後者の状況では、ユー
ザは、バッグ１６をバッグ支持体４４に押し通し、次にバッグ１６の上端を内壁５０の上
に覆い垂らす。両方の状況において、バッグ１６の上端は、開放端が内壁５０の上に覆い
垂らされ、次にクロージャ構成要素６０が内壁５０に対して回動されて、この新しいバッ
グ１６を使用可能な位置に固定する。
【００３３】
　クロージャ構成要素６０は、ヒンジ構成要素６２の反対側に任意選択的なタブ６８を含
み、任意選択的な可撓性保持器７０がバッグ支持体４４の下壁５４に配置される。タブ６
８は、保持器７０のリップの下に押し付けることができ、それによりクロージャ構成要素
６０をバッグ支持体４４に固定し、バッグ支持体４４に対するクロージャ構成要素６０の
上方への回動運動を防止する。タブ６８を保持器７０から解放するために、保持器７０を
外側に曲げて、タブ６８を上方に持ち上げることができる。タブ及び保持器の協働のさら
なる詳細は、本出願人の以前の米国特許出願である、２０１７年１月２３日出願の米国特
許出願公開第１５／４１３，１６３号、２０１５年１１月９日出願の同第１４／９３５，
８３５号、２０１５年５月１２日出願の同第１４／７０９，８７８号、２０１４年１１月
１０日出願の同第１４／５３７，０４４号、２０１３年１２月１７日出願の同第１４／１
０９，２７０号、２０１３年９月２３日出願の同第６１／８８１，３８６号に開示されて
いる。
【００３４】
　協働するタブ６８及び保持器７０の代わりに、他の構造をバッグ支持体４４及びクロー
ジャ構成要素６０に設け及び／又は一体化して、容器１０の使用中にクロージャ構成要素
６０をバッグ支持体４４に一時的に固定できるようにすることができる。一般に、そのよ
うな構造は、クロージャ構成要素６０をバッグ支持体４４に固定するための固定手段と呼
ばれる。
【００３５】
　バッグ支持体４４は、内壁５０及び／又は下壁５４に取り付けることによってバッグ支
持体４４に一体化され得る任意選択的な膜７２を含む。膜７２は、バッグ支持体４４とは
別個の構成要素であり得、それに取り付けられ得る。示されるように、膜７２は、２つの
交差するチャネル７４、７６と、チャネル７４、７６から約４５度の角度における２つの
交差するスリット７８、８０とを含む。本発明にとって重要ではないため、チャネル及び
／又はスリットの他の形成が膜７２に提供され得る。開示された形成により、バッグ１６
内の任意の廃棄物に由来する臭気の放出を防止しながら、バッグ１６をその中に保持され
るようにチャネル７４、７６の１つに押し込むことが可能になる。バッグ１６は、本明細
書に記載の特許及び特許出願に開示された構造によって押し込むことができる。膜の追加
の利点は、本明細書に記載の特許及び特許出願に詳述されている。実際、これらの特許及
び特許出願に開示されたインサートアセンブリのすべての特徴は、本発明者により、可能
な範囲で本発明のバッグ取り扱いアセンブリ２６に組み込まれることが想定及び企図され
ており、本発明の一部と見なされるべきである。
【００３６】
　バッグ１６をそのクランプした状態から解放し、次に開口部のサイズを大きくするため
の２つの回動運動を含む上記のバッグの除去及び挿入手順の代わりに、外壁１２にアクセ
スドアを備えた容器１０を構築し、次にアクセスドアを開くことにより、廃棄物の入った
バッグ１６にアクセスすることが可能である。空のバッグ１６をアクセスドアから挿入し
、次にその上端を膜７２から上方に通過させ、次にその上端を内壁５０の上に覆い垂らし
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、次にクロージャ構成要素６０を閉じて、バッグ１６の上端を内壁５０とクロージャ構成
要素６０との間にクランプすることもできる。
【００３７】
　本発明の一実施形態では、保持器２８は、容器１０の外壁１２に固定され、バッグ取り
扱いアセンブリ２６の残りの部分、すなわちバッグ支持体４４及びクロージャ構成要素６
０は、本明細書に記載の本出願人の他の特許及び特許出願で使用される容器１０又はイン
サートアセンブリへのインサート又は単一インサートと見なされる。このインサートは、
ヒンジ構成要素４６を押してヒンジ構成要素３６と係合させることによって保持器２８に
取り付けられる。この実施形態では、保持器２８は、適切なヒンジ構成要素３６を含みな
がら、容器１０に一体化することさえできる。スナップインタイプのヒンジは、回動可能
な取り付け具の分野の当業者又はそのような装置の知識を有する人に知られている。
【００３８】
　容器１０は、蓋１４なしで使用することができる。さらに、バッグ取り扱いアセンブリ
２６は、他の受け器、例えば壁に取り付けられた受け器に取り付けることが可能である。
したがって、バッグ取り扱いアセンブリ２６は、バッグ取り扱いアセンブリ２６によって
保持されているときにバッグへの廃棄物の進入を制御し、また廃棄物で満杯になったとき
にバッグの除去を容易にするために使用される。
【００３９】
　バッグ取り扱いアセンブリ２６は、全体としてインサート又はインサートアセンブリと
して形成することができ、保持器２８は、廃棄物を受け入れるための受け器を規定する円
筒容器又は他の支持構造の壁に取り付け可能であるように構成される。次に、保持器２８
は、支持構造に固定され、それにより、バッグ取り扱いアセンブリ２６は、上に開示され
た方法で動作可能である。
【００４０】
　容器１０は、本明細書に記載の本出願人の特許及び特許出願に開示されている廃棄物処
理構成要素と共に使用することができる。そのような廃棄物処理構成要素は、好ましくは
、膜７２と接触し（バッグが存在しない場合）、したがって膜７２を押して、それにより
その上のあらゆる廃棄物を、（バッグが存在する場合に）膜７２によって保持されたバッ
グ１６の開口部を通して膜７２の下のバッグに押し込むように構成され得る。廃棄物処理
構成要素は、挿入された廃棄物からの臭気を除去するために脱臭材料を放出する。
【００４１】
　図１０～図１２は、廃棄物処理構成要素１０２を備えたそのような容器１００を示す。
容器１００は、実質的に円筒形である外壁１０４と、容器１００に保持されたバッグ（図
示せず）へのアクセスが可能である第１の開位置及びバッグ、より一般的には容器１００
の内部へのアクセスが防止される第２の閉位置を有する蓋１０６とを含む。外壁１０４は
、廃棄物が入れられるバッグを受け入れることができる、容器１００内の内部空間又は区
画を規定する少なくとも１つの壁を表す。それは、単一の壁から構成され得るか又は複数
の壁を含む。
【００４２】
　容器１００は、外壁１０４が支持されるベース部１０８も含む。蓋１０６は、手動で開
けることができるようにするための窪み１１０を含む。蓋のそのような窪みは、容器１０
（図１～図９）の蓋１４に使用することができ、容器１０（図１～図９）の制御機構２０
は、容器１００に使用することができる。廃棄物処理構成要素１０２は、蓋１０６の下側
に取り付けられ、例えば脱臭材料を分配する。
【００４３】
　容器１００の一般的な特性は、本発明にとって重要ではなく、本発明は、本明細書に開
示され且つ示されるタイプ及び形状に限定されることなく、任意のタイプ、形状及びサイ
ズの容器で使用することができる。
【００４４】
　容器１００は、バッグ取り扱いアセンブリ２６と同様のバッグ取り扱いアセンブリ１１
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２を含み、相違点のみが言及される。バッグ取り扱いアセンブリ１１２は、バッグ支持体
４４及びクロージャ構成要素６０並びに保持器２８と類似しているが、わずかに異なる保
持器１１４を含む（保持器２８の特徴部と同じである保持器１１４の特徴部は、同じ参照
番号で示されている）。１つの違いは、保持器１１４が外壁１０４に取り付けられる方法
である。保持器１１４は、外壁１０４の内面上の同数の協働する突起１２０と協働する開
口部１１８を備えた可撓性タブ１１６を含む。図１１を参照されたい。突起１２０は、開
口部１１８に適合するように寸法が定められている。したがって、保持器１１４、したが
ってバッグ取り扱いアセンブリ１１２全体は、容器１００に恒久的に一体化されるのでは
なく、別個のアセンブリとして形成され、次いで外壁１０４と共に組み立てられて容器１
００を形成することができる。
【００４５】
　一実施形態において、容器１００を組み立てるために、バッグ支持体４４及びクロージ
ャ構成要素６０が取り付けられた後又はそのような取り付け前に保持器１１４を回転させ
て、タブ１１６を突起１２０と位置合わせする。次に、保持器１１４を下向きに押すと、
タブ１１６が内側に突起１２０を覆うように屈曲される。この押し込みは、タブ１１６が
突起１２０を越えるまで続き、越えた時点において、タブ１１６は、外側に屈曲し、突起
１２０は、タブ１１６の開口部１１８内に配置される。このようにして、保持器１１４、
したがってバッグ取り扱いアセンブリ１１２全体の、容器１００の外壁１０４への確実な
取り付けが提供される。
【００４６】
　保持器１１４は、一般に、外壁１０４の断面形状と同じ形状を有するが、これは、保持
器１１４に対する限定ではない。保持器１１４は、タブ１１６が下向きに突出するリム部
分１２２を有する。ヒンジ構成要素３６は、シート４０とリム部分１２２との間に配置さ
れている。
【００４７】
　容器１００は、廃棄物処理構成要素１０２に追加の機能を提供するように、具体的には
膜７２上に横たわるバッグ上の廃棄物を、膜７２を通して作動可能に押すように構築され
得る。この効果を提供するために、容器１００は、廃棄物処理構成要素１０２が、膜７２
と蓋１０４の下面との間の距離と同じであるか又はそれよりもわずかに小さい高さを有す
るように構築される。したがって、蓋１０４が閉じられると、廃棄物処理構成要素１０２
は、膜７２上に横たわるバッグ上の廃棄物を、膜７２を通して膜の下のバッグ部分に押し
込む。
【００４８】
産業上の利用可能性
　上の記載から、いくつかの特徴が明らかである。
【００４９】
　第１に、一体型バッグ取り扱いアセンブリ２６は、２つの別個の独立した回動式取り付
け手段又は回動式取り付け構造を含み、一方は、バッグ支持体４４を保持器２８に取り付
けて、それらの間の相対運動を可能にするように構築及び配置され、もう一方は、クロー
ジャ構成要素６０をバッグ支持体４４に取り付けて、それらの間の相対運動を可能にする
ように構築及び配置される。したがって、バッグ支持体４４は、バッグ支持体４４上に２
つの別個のヒンジ構成要素４６、５８を含む。この二重の独立したヒンジ構造は、例えば
、単回使用バッグと共に使用される廃棄物容器に大きい利点を提供する。なぜなら、バッ
グ支持体４４は、使用中にバッグ１６を固定するためのヒンジ構成要素３６、４６の１つ
の組と、容器１０の内部からバッグ１６を除去して空のバッグ１６と交換しようとすると
き、バッグ１６への容易なアクセスを可能にするためのヒンジ構成要素５８、６２の別の
組とを含むからである。
【００５０】
　第２に、示されるように、好ましい実施形態では、取り付け手段は、バッグ取り扱いア
センブリ２６の同じ側に配置されない。むしろ、図１を参照すると、ヒンジ構成要素３６
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た開口部４２の左側に配置され、ヒンジ構成要素５８、６２は、バッグ取り扱いアセンブ
リ２６の上側及び保持器２８によって規定された開口部４２の上方に配置される。ヒンジ
構成要素３６、４６は、ヒンジ構成要素３６、４６の反対側のバッグ取り扱いアセンブリ
２６の右側に配置することもできる。ヒンジ構成要素をバッグ取り扱いアセンブリ２６の
異なる側に配置することにより、クロージャ構成要素６０がバッグ支持体４４に対して既
に開かれている間、保持器２８に対するバッグ支持体４４の回動開放中の干渉が少ない。
したがって、容器１０の構造は、廃棄物で満杯のバッグにアクセスするためにクロージャ
構成要素６０及びバッグ支持体４４の両方を開くとき、これらの回動運動のいずれも妨害
しない。
【００５１】
　本発明の特定の実施形態を示し且つ記載してきたが、そのより広い態様で本発明から逸
脱することなく変更形態及び修正形態がなされ得ることが当業者に明らかであり、したが
って、添付の特許請求の範囲の目的は、本発明の真の趣旨及び範囲内にあるようなすべて
のそのような変更形態及び修正形態を網羅することである。実際、本明細書に開示される
バッグ取り扱いアセンブリ２６、１１２の特徴の組み合わせを一緒に使用して、新しいバ
ッグ取り扱いアセンブリを作り出すことができる。さらに、容器１０の特徴は、容器１０
０と組み合わせて使用することができ、その逆も可能である。また、２０１７年８月３日
に出願された米国特許出願公開第１５／６６８，４１４号の図６４及び図６５Ａ～図６５
Ｃに記載されているインサートの特徴は、バッグ取り扱いアセンブリ２６、１１２で使用
でき、‘４１４号出願で開示されている他のインサートの特徴は、容器１０、１００、特
にバッグ取り扱いアセンブリ２８、１１２でも使用することができる。本明細書に開示さ
れるバッグ取り扱いアセンブリの特徴のそのような組み合わせ及び置き換えのすべては、
本発明の一部と見なされる。

【図１】 【図２】
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【図９】
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【図１１】

【図１２】
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